
会 議 録 令和４年12月26日作成 令和８年３月末日廃棄

会議名 京都府川端警察署協議会（令和４年度第２回）

開催日 令和４年12月19日（月曜日）

時 間 午後３時から午後４時10分までの間（70分）

場 所 京都府川端警察署 道場

繁田会長、鈴鹿副会長、今江委員、古川委員、今村委員、船木委員

（欠席 澤邉委員） 計６人

出席者

署長、副署長、会計課長、警務課長、生活安全課長、地域課長、交通課長

警備課長、広聴相談係長 計９人

諮 問 １ 地域の安全・安心のための警察活動

事 項 ２ 極左暴力集団の現状と災害発生状況

１ 署長挨拶 司会 副署長

２ 会長挨拶及び警察署協議会会長会議結果の伝達

３ 協議 司会 会長

(1) 諮問事項説明

地域の安全・安心のための警察活動～地域課長

【委員】交番の警察官が行う、パトロール活動や巡回連絡については理解で

きたが、交番相談員が高齢者世帯に対して行う「いたわりテレホン」

について、説明願いたい。また、「いたわりテレホン」は交番相談員

会 議 が専任して行っているのか。

内 容 【警察】「いたわりテレホン」は、交番の警察官の活動補助を行う交番相談

員が行っている。交番相談員は、警察を退職した元警察官で、「いた

わりテレホン」のほか、落とし物届の受理や地理案内、自転車盗の

被害届作成に従事している。

「いたわりテレホン」では、振り込め詐欺などの特殊詐欺や身近に

発生している犯罪や事故などの情報提供や防犯アドバイスを行って

いる。

本年11月末現在、当署では約 2,700件のいたわりテレホンを実施し

ている。犯罪は、手を変え品を変えて行われることから、同じ高齢



者世帯に対して、複数回行う場合もある。

【委員】私は店を経営しており、高齢の客から「交番から電話がかかってき

たけれど、本当に警察だろうか。」との声を聞くことがある。

【警察】交番相談員の行ういたわりテレホンや交番の警察官が制服で行う巡

回連絡についても、ご家庭から「本当に警察官ですか。」と問い合わ

せが当署に寄せられることもある。これは、地域住民の方の防犯意

識が高いことの現れであるが、各委員にあっては、ご近所などから

そのような話があれば、交番における巡回連絡やいたわりテレホン

などの活動内容を紹介していただきたい。

【委員】警察は、地域住民から寄せられる要望や意見にスピーディーに対応

してもらうことが大切である。各委員も地域の代表者として、様々

な意見や情報を挙げていただきたい。

会 議 (2) 諮問事項説明

内 容 極左暴力集団の現状と災害発生状況～警備課長

【委員】極左暴力集団が現在も暴力革命方針を持って活動していることがよ

く理解できた。

しかし、年々、活動家の高齢化に伴い、極左暴力集団の構成員数は

減っているようだが、新しい構成員をどうやって獲得しているのか。

【警察】極左暴力集団は、そのときどきの社会情勢を捉えて、反戦活動、労

働問題、大衆運動に力を入れている。

特に大学生を引き込む際は、大学生に受け入れやすい話題を取り上

げて関心を引き、これに同調する学生を引き込んでいる。

４ 事務連絡

令和４年度第３回川端警察署協議会は、令和５年２月中に実施予定であ

る。コロナ情勢を踏まえて事務局と調整の上、連絡する。

以上



第２回京都府川端警察署協議会の開催状況


